









































































































































































ICCS Journal of Modern Chinese Studies Vol.10(2) 2018 
 
 
 68 
炭がもっとも市場化しやすいと言えます。そ
の市場化と貿易についてどのように考えるべ
きでしょうか。 
中国には、今、一帯一路の構想があります。
一帯一路のなかで、石炭あるいはエネルギー
全体のネットワークをどう構築するかという
こと、これについて、日本と一緒に中国は考
えたいということが 13日のワークショップ
のメッセージでした。石炭のネットワークと
は必ずしも一帯一路のネットワークとは同じ
ではありません。一帯一路の中には日本は入
っていません。しかしながら従来の技術協力
の実績を含めると石炭のネットワークについ
ては、やはり、中国は日本と一緒に考えなけ
ればならないことがたくさんあるということ
を中国が考えるであろうと私は考えています。 
 
